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ＴＶ番組等 

1. 地球オディッセイ（全 10回），科学技術振興機構、サイエンスチャンネル． 

2. 地球環境科学(’05) 放送大学大学院・放送教材 

3. 現代地球科学(’11) 放送大学大学院・放送教材 

4. テレビ東京「開運！なんでも鑑定団」鑑定士（2015-2019） 

5. サイエンス ZERO 「長良隕石 太陽系のヒミツに迫る」(2018 年 6 月 17 日放送) 

 

 

Web 教材 

1. 「理科教材データベース」（2001-2019） 

2. 「人工衛星観測ナビゲータ」（2003-2019） 

3. 「気象衛星画像表示システム(Satellite image viewer)」（2009-2014） 

 

アウトリーチ活動 

1. 川上紳一（2001-2019）岐阜大学公開講座親子天文教室 

2. 川上紳一（2004-2019）体験 EXPO・京都大学博物館・天文教室 



3. 川上紳一（2004-2019）岐阜大学公開講座昆虫教室 

4. 川上紳一（2003-2019）岐阜大学公開講座化石教室 

5. 川上紳一（2005-2019）京都大学総合博物館夏休み学習教室・体験 EXPO 

6. 川上紳一（2008-2019）ひらめき☆ときめきサイエンス「天体望遠鏡を作って探れ！月の

起源と進化」(日本学術振興会) 

7.各務野自然遺産の森・自然体験塾「おもしろ昆虫楽習」（年 9回）（2018-） 

 

外部資金獲得 

科学研究費補助金 

1. 1990-1991 年度 総合研究（Ａ）（分担） 

研究課題名：地球のリズムと縞状構造 

2. 1991-1992 年度 一般研究（Ｃ）（分担） 

研究課題名：月の潮汐と軌道の変化 

3. 1991 年度 一般研究（Ｃ）（代表） 

研究課題名：縞状堆積物中に記録された内陸地震の再来周期の解析 

4. 1993-1994 年度 総合研究（Ａ）（分担） 

研究課題名：デジタル画像情報を用いた比較惑星地質学の総合的研究 

5. 1994 年度 総合研究（Ｂ）（分担） 

研究課題名：全地球史解読 

6. 1995-1997 年度 重点領域研究「全地球史解読」計画研究Ａ０３． 

研究課題名：岩石試料の効率的分析手法の開発と地球環境変動史の解読 

7. 1995-1998 年度 重点領域研究「全地球史解読」（分担・総括班） 

研究課題名：全地球史解読：物理的地球環境の日常とイベント 

8. 1995 年度 重点領域研究「全地球史解読」公募研究（分担） 

遠洋堆積物中のＥＴイベントの読みとり 

9. 1996-1998 年度 基盤研究（Ｃ）（分担） 

研究課題名：地震モーメント平均解放速度による中部日本の断層系における地震危険度

の評価 

10. 1996 年度 国際学術研究（分担） 

研究課題名：ストロマトライトの縞模様から決定する 19 億年前における地球自転速度と

月公転周期 

11. 1996 年度 重点領域研究「全地球史解読」（公募研究・分担） 

研究課題名：初期地球の生態系モデルとしての温泉バイオマット：高温環境下に生息する

微生物の遺伝子によるカタログ作製 

12. 1997-1998 年度 国際学術研究（分担） 

研究課題名：太古代海洋地殻の成因-南アフリカジンバブエ地域の太古代海洋地殻の研究 



13. 1997 年度 重点領域研究「全地球史解読」（公募研究・分担） 

研究課題名：初期地球の生態系モデルとしての温泉バイオマット：遺伝子とバイオマーカ

ーによるバイオマットカタログ 

14. 1999-2000 年度 基盤研究（Ｃ）（代表） 

7 億年前に地球は全球凍結したか？ナミビアの縞状炭酸塩岩による検証 

15. 2001-2003 年度 基盤研究（Ｂ）海外学術（代表） 

研究課題名：ナミビアの縞状炭酸塩岩を用いたスノーボール・アース仮説の検証 

16. 2001-2003 年度 基盤研究（Ｃ）（分担・代表） 

研究課題名：せき止め湖堆積物と文献・古文書から見た大規模斜面崩壊の周期性 

17. 2002 年度 特定領域研究「新世紀型理数科研究の展開研究」（公募研究）（代表） 

研究課題名：天文・地質分野におけるデジタル教材開発と初等中等教育での教育実践研究 

18. 2004-2005 年度 基盤研究（Ｃ） 

研究課題名：ＩＳＳを活用した新世紀型科学教育を実現する「地球観測ナビゲータ」の開

発 

19. 2003-2004 年度 特定領域研究「新世紀型理数科研究の展開研究」（公募研究）（代表） 

研究課題名：生物・地学分野におけるデジタル教材開発と初等中等教育での教育実践研

究 

20. 2005-2006 年度 特定領域研究「新世紀型理数科研究の展開研究」（公募研究）（代表） 

研究課題名：生物・地学・環境分野におけるデジタル教材開発と初等中等教育での教育実

践研究 

21. 2006-2008 年度 基盤研究（Ｃ）（分担） 

研究課題名：エディアカラ化石生物群に多細胞動物の祖先は含まれるのか？ 

22. 2008-2011 年度 基盤研究（Ｃ）（代表） 

研究課題名：地域博物館標本と最新地球史研究成果の融合による新たな博物館教育の試

み 

23. 2008-2010 年度 基盤研究（Ｃ）（連携） 

研究課題名：キャップカーボネートの堆積速度と全球凍結直後の環境変動 

24. 2011-2013 年度 基盤研究（Ｃ）（代表） 

研究課題名：地衣類調査をテーマにした科学的発見の歓びを実感する科学教育プログラ

ムの開発 

25. 2011-2013 年度 基盤研究（Ｃ）（連携） 

研究課題名：フランス産ジュラ紀アンモナイト化石の分類学的研究と教材開発 

26.2018-2020 年度 基盤研究（Ｃ）（代表） 

 研究課題名：探究的な学びにより地学的見方・考え方を育み問題解決を促す学習プログラ

ムの研究 

 



研究成果公開促進費 

26. 2007 年度 研究成果データベース（代表） 

研究課題名：岐阜大学・理科教材データベース 

27. 2008 年度 研究成果データベース（代表） 

研究課題名：岐阜大学・理科教材データベース 

 

岐阜聖徳学園大学研究助成金 

28.2016 年度 

研究課題名：ドローンを用いた理科教育用デジタルコンテンツの開発と授業実践による検証 

 

 

民間財団助成金等 

29.川上紳一（代表）（2013-2014）コアサイエンスティーチャー（ＣＳＴ）養成プログラム

による小中学校若手理科教員の指導力向上のための授業実践研究，日本教育公務員弘済会

本部奨励金． 

30. 川上紳一（代表）（2013）web サイト教材「理科教材データベース」の開発と運用，日

本児童教育振興財団． 

31．川上紳一（代表）(2016)web サイト教材「理科教材データベース」の開発と運用 

（その２），日本児童教育振興財団． 

32．川上紳一（代表）(2017)小学校理科実験観察ビデオ教材の開発，日本児童教育振興財団． 

 


